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In vitro mass propagation of Delphinium
by tissue culture of flowering plants.

Masayuki AMAGAI, Youichi OKABE, Sadao YONAI

Summary

Almost of Delphinium cultivars cultured in Japan were not pure-bred, and consequentry it
made difficult to uniform the flowering quality. So we try to establish the protocols of in vitro
tissue culture and shoot prolifiration by using flowering plants of Delphinium elatum cv. Bluebird
and Bluesprings.

The apical meristem tissue was cut out from axillay buds of tuberous roots, and cultured on
modified MS medium (KNO:, NH+ NOs and KH: POs were decreased to 1/3 of original concen-
tration) supplemented with 0.2ppm BA, 0.02ppm NAA, 0.3% gellangum adjusted to pH5.6 Materials
for experiment were incubated at 20C under fluorescent light (approx. 2200lux) with a 12-hr photo-
period. The aceptic differentiation of plants occured 30 days after the start of experiment.

These aseptic plants were transplanted to modified MS medium (KNO:, NH: NOs and KH:
PO. were decreased to 1/2 of original concentration) supplemented with BA 2.0ppm and cultured
under the same condition as those mentined above. Shoots proliferated with progression of the
growth of tuberous tissues. For the purpose of mass propagation, explants were dissected to small
pieces with 2~ 3 shoots in every 20 days and subcultured on the fresh medium. When explants
were transplanted to hormon free medium, rooting occurred in 47% of materials examined.

Field tests of the propagated plants are in progress.

Bull. Tochigi Agr. Exp. T
Lm. No.39:43~52 (1992) |
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デルフィニウム（D61魏伽伽獅　6履襯）の

　　　　　　組織培養による大量増殖

天谷正行・岡部陽一・米内貞夫

言・

緒

1

　デルフィニウムはきんぽうげ科に属する植物

で，ピレネーから西アジアにかけての乾燥した

冷涼地帯が原産地とされており，現在までに約

200種が北半球において確認されている9）．わが

国への導入は明治の初期といわれているが，そ

の後積極的な育種が日本において行われた経緯

は無く，現在栽培されている品種のほとんどは

欧米諸国で育成されたものである．栽培種には

宿根性のヒエンソウ（P吻枷伽規ぬ‘1�梶jと…

年草のチドリソウ（Dゆ配n伽解αグα6配3）がある

が，一般的にデルフィニウムといえば前者を指

し，生産量も商品価値も圧倒的に高い．主に青

系の花色を持つデルフィニウムは，切花長も長い

ものでは2m以上にもなり，近年の華やかな催

し物会場の飾り付け等には欠かせない花である．

　しかし，デルフィニウムの栽培生産にはいく

つかの問題があり，その普及に歯止めをかけて

いる．中でも最も大きな問題は，日本で実生に

より栽培されている品種の全てが遺伝的に未固

定なものであることである．花弁及び繭に茶色

または黒色の色素を持った個体は，蜂が止まっ

ているように見えることからbeeと呼ばれてい

るが，このような個体の商品価値は著しく低い

ものである．この形質は元々8鰯遡種が持っ

ていたものであるので，実生増殖で集団を維持

していく際に，他殖の組み合わせによって出現

してしまうものと考えられるが，生産歩留まり

を低下させる大きな要因となっている．開花期

間についても未固定であるため非常に幅があり，

同一品種であるにも関わらず長いものでは3ケ

月にも及ぶ場合があり，計画的な生産に支障を

きたしている．またパイプハウス等を利用して

3〜5月に開花させる現在の作型では，夏越し

の育苗を行わなくてはならず，元来冷涼な気候

を好むデルフィニウムには不都合なものとなっ

ている．

　これらの問題に対処し解決を図るためには，

優良な開花品質を持つ個体を栄養増殖させる方

法が有効であるが，圃場での株分けでは恐らく

年間20倍程度の増殖しか見込めないため，実用

的な新品種を作出することは不可能である．そ

こで，生物工学的手法を用いた組織培養による

増殖法を検討することにした．これまでにもデ

ルフィニウムの培養が試みられた例はあるが，

培養部位，培養条件，培地組成等に問題があり

開花株からの大量増殖に成功した例は無い．今

回筆者らは開花株の塊根部から採取した腋芽の

生長点を用いた組織培養法及び増殖法を確立し

たので報告する1）．

皿　開花株組織からの組織培養法の

　　検討

　1．目　的

　開花形質の優れた個体を培養の材料とするた

め，開花株の組織を用いた培養方法について検

討する．

　2．試験方法

　1）供試材料

　デルフィニウム（D6励翻襯召弼撚）の品種

ブルーバードの2番開花を終えた株を1989年の

5月上旬に農試温室から選抜し，その塊根部か

ら生えている小さな腋芽を材料とした（写真1）．
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